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令和３年度補正予算における「障害者スポーツ実施 

環境の構築支援事業」に対する補助について（案） 

 

 

１.目的 

 新型コロナ感染症の流行により、障害の有無にかかわらず全ての方々

において運動不足に対する懸念が広がっている。また、障害のある方に

おいてはスポーツ実施率が低下しており、これらの方が主体的に運動・

スポーツに取り組めるよう、身近で気軽に運動・スポーツを楽しめる「場」

の提供が必要である。 

 これらのことから、コロナで生じた障害者の運動離れ等に対応して、

用具整備、スポーツ機会の創出、障害者がスポーツしやすい施設の整備

等を進める。 

 

２.内容 

  交付対象団体は、下記１団体 

 

（１）公益財団法人日本パラスポーツ協会 

 ・ 都道府県・政令市障害者スポーツ協会、都道府県・市区町村、障

害者スポーツ中央競技団体等を対象にスポーツ施設等に対する障害

者スポーツ用具（※）の整備・導入及び障害者に対するスポーツの

機会の創出に係る事業の支援を行う。 

   ※スポーツ用車椅子などの個人が使用する用具のほか、ネット・

仮設床材等の競技の実施に必要なものなど 

 

（２）金額 

 単位：千円 

No 団 体 名 交付決定額 

１ 公益財団法人日本パラスポーツ協会 1,000,228  

合計 1,000,228  

 



機密性2情報

障害者のスポーツ実施率が上昇することにより、障害者の社会参画が促進され、全ての人が生きがいを感じられる共生社会の構築に資する。また、障害者を
はじめとして誰もがスポーツできる環境を整備することで、地域住民の健康維持・増進及び地域の活性化に寄与する。

ウィズコロナ下での障害者がスポーツに取り組める環境の整備

新型コロナ感染症の流行により、障害の有無にかかわらず全ての方々において運動不足に対する懸念
が広がっている。また、障害のある方においてはスポーツ実施率が低下しており、これらの方が主体的に運
動・スポーツに取り組めるよう、身近で気軽に運動・スポーツを楽しめる「場」の提供が必要である。
これらのことから、コロナで生じた障害者の運動離れ等に対応して、用具整備、スポーツ機会の創出、
障害者がスポーツしやすい施設の整備等を進める。

背景・課題

都道府県・政令市障害者スポーツ協会、都道府県・市区町村、障害者スポーツ中央
競技団体等による用具の整備・導入、スポーツ機会の創出や、障害者がスポーツに取り
組める施設の自治体による整備等を促進する。

障害者スポーツ実施環境の構築支援 10億円
 都道府県・政令市障害者スポーツ協会、都道府県・市区町村、障害者スポーツ中央
競技団体等を対象にスポーツ施設等に対する障害者スポーツ用具（※）の整備・導
入及び障害者に対するスポーツの機会の創出に係る事業の支援を行う。
※スポーツ用車椅子などの個人が使用する用具のほか、ネット・仮設床材等の競技の実施に必要なものなど

障害者がスポーツに取り組める地域スポーツ施設の整備等促進 14億円
 全国の都道府県・市区町村が整備する、障害者を含め、誰もが利用しやすい施設の
整備に対して補助を行う。
※整備例：障害者に配慮されたトイレやスロープ等を設けた体育館、運動場、プール、武道場の新改築

 コロナ対策や熱中症対策のため、社会体育施設の換気機能付き空調設備の環境整
備を行う。

インパクト（国民・社会への影響）

事業内容

令和3年度補正予算額
24億円

施策のスキーム

国 （公財）日本パラ
スポーツ協会

補助
○ 都道府県・政令市障
害者スポーツ協会
○ 都道府県・市区町村
○ 障害者スポーツ中央
競技団体

等

国 補助 地方公共団体

補助率 定額補助

原則１／３補助率

施策のスキーム
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